
中間評価時(H27.4.1現在）からの修正

平成２４年度採択プログラム　中間評価調書  （中間評価後修正変更版）

博士課程教育リーディングプログラム　プログラムの概要　　[公表。ただし、項目１３については非公表]

） ） ）

） ） ）

にしお　しょうじろう

（②

社会学、教育学、国際関係論、外国語教育、文化人類学・民俗学、経営学、
地球・資源システム工学、衛生学・公衆衛生学

（③

１１．

政治学

Revitalizing and Enriching Society through Pluralism, Equity, and Cultural Transformation

言語学、文化人類学、経営学、総合工学、社会医学

教育学 （③ ※ 複合領域型は太枠に主要な分科を記入

機関名 大阪大学 整理番号 Ｌ０２

プログラム名称 未来共生イノベーター博士課程プログラム

（学長） 氏名・職名

１． 全体責任者

西尾　章治郎（大阪大学・学長）

   　（ふりがな）

※共同実施のプログラムの場合は、全ての構成大学の学長について記入し、取りまとめを行っている大学（連合大学院によるものの
場合は基幹大学）の学長名に下線を引いてください。

氏名・職名

２． プログラム責任者    　（ふりがな） ほしの　としや

星野　俊也（大阪大学理事・副学長）

しみず　こうきち

コーディネーター

４．

３．

志水　宏吉（人間科学研究科・人間科学専攻教授）氏名・職名

連合大学院として参画している場合の共同実施機関名

８． 主要細目

７． 主要分科

（①

（① 社会学 （②

※ ｵﾝﾘｰﾜﾝ型は太枠に主要な細目を記入

１２．連携先機関名（他の大学等と連携した取組の場合の機関名、研究科専攻等名）

９． 専攻等名 文学研究科文化形態論専攻、文学研究科文化表現論専攻、人間科学研究科人間科学専攻、法
学研究科法学・政治学専攻、経済学研究科経済学専攻、経済学研究科経営学系専攻、医学系研
究科医学専攻、医学系研究科保健学専攻、工学研究科地球総合工学専攻、工学研究科ビジネス
エンジニアリング専攻、言語文化研究科言語文化専攻、言語文化研究科言語社会専攻、言語文
化研究科日本語・日本文化専攻、国際公共政策研究科国際公共政策専攻、国際公共政策研究
科比較公共政策専攻

（主たる専攻等がある場
合は下線を引いてくださ
い。）

１０．共同教育課程を設置している場合の共同実施機関名

（機関名：大阪大学　　類型：複合領域型（多文化共生社会）　　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：未来共生イノベター博士課程プログラム　　）

６．
授与する博士学
位分野・名称

文学、人間科学、法学、経済学、応用経済学、経営学、医学、看護学、保健学、工学、
言語文化学、日本語・日本文化、国際公共政策、学術
付記する名称：未来共生イノベーター博士課程プログラム

プログラム

５． 英語名称

副題

   　（ふりがな）

類型 Ｌ＜複合領域型（多文化共生社会）＞
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中間評価時(H27.4.1現在）からの修正

[公表]

プログラム担当者の構成

人

人

（機関名：大阪大学　　類型：複合領域型（多文化共生社会）　　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：未来共生イノベター博士課程プログラム　　）

ﾔﾏｼﾀ　ﾋﾄｼ山下　　仁
社会言語学・
修士（文学）

文学修士

言語文化研究科・言語文化専攻・教
授

プログラムの開発・運営

プログラムの開発・運営
朝鮮語学、社
会言語学・修
士（文学）

言語文化研究科・言語文化専攻・准
教授

ｳｴﾀﾞ　ｺｳｼﾞ

学生の履修支援と点検
開発経済学・
Ph.D(農業資源

経済学)

国際公共政策研究科・国際公共政策
専攻・教授

植田　晃次

ｵｵﾂｷ　ﾂﾈﾋﾛ大槻　恒弘

ﾏﾂﾉ　ｱｷﾋｻ松野　明久

ｶﾜﾑﾗ　ﾐﾁﾔ河村　倫哉 プログラムの開発・運営

多文化共生、
市民社会論・
修士（社会

学）

国際公共政策研究科・比較公共政策
専攻・准教授

国際公共政策研究科・比較公共政策
専攻・教授

学生の履修支援と点検
紛争研究、平
和構築・修士

（文学）

プログラムの開発・運営
国際教育開発
論・博士（人

間科学）

人間科学研究科・人間科学専攻・教
授
[H28.4.1 所属部局変更]

学生の履修支援と点検
国際政治・博
士（国際公共

政策）

国際公共政策研究科・国際公共政策
専攻・准教授

ﾎｰｷﾝｽ ｳﾞｧｰｼﾞﾙHawkins Virgil

ｻﾜﾑﾗ　ﾉﾌﾞﾋﾃﾞ澤村　信英

ﾅｶﾑﾗ　ﾔｽﾋﾃﾞ中村　安秀

ｻﾄｳ　ｼﾝｲﾁ佐藤　眞一

プログラムの企画・運営
国際保健学、
公衆衛生学・
博士（医学）

プログラムの開発・改善
臨床死生学、
老年行動学・
博士（医学）

人間科学研究科・人間科学専攻・教
授

人間科学研究科・人間科学専攻・教
授
[H28.4.1 所属部局変更]

プログラムの開発・運営
人類学、タイ
研究・博士
（学術）

人間科学研究科・人間科学専攻・准
教授

プログラムの開発・運営
ボランティア

行動学・
Ph.D(心理学)

人間科学研究科・人間科学専攻・教
授

ｱﾂﾐ　ﾄﾓﾋﾃﾞ渥美　公秀

ﾓﾘﾀ　ｱﾂﾛｳ森田　敦郎

ｸﾘﾓﾄ　ｴｲｾｲ栗本　英世

ｲﾅﾊﾞ　ｹｲｼﾝ稲場　圭信

プログラムの企画・運営
社会人類学・
修士（文学）

文学修士

プログラムの開発・運営

現代社会学、
宗教社会学・
Ph.D(宗教社会

学)

人間科学研究科・人間科学専攻・教
授
[H28.4.1 職名変更]

人間科学研究科・人間科学専攻・教
授

プログラムの開発・運営

教育制度学、
比較国際教育
学・修士（教

育学）

人間科学研究科・人間科学専攻・准
教授

プログラムの開発・改善

先端人間学、
生涯教育、教
育の国際化・
Ph.D(東アジア

研究)

人間科学研究科・人間科学専攻・教
授

人間科学研究科・人間科学専攻・教
授

ﾔﾏﾓﾄ ﾍﾞﾊﾞﾘｰ ｱﾝYamamoto Beverley Anne

ｿﾉﾔﾏ　ﾀﾞｲｽｹ園山　大祐

ﾋﾗｻﾜ　ﾔｽﾏｻ平沢　安政

（プログラム責任者）

役割分担
(平成２８年度における役割)

ｼﾐｽﾞ　ｺｳｷﾁ志水　宏吉

プログラムの企画・運営

人権教育学、
多文化教育

学、生涯教育
学・教育学博

士

プログラム全般のマネージメント
教育社会学・
博士（教育

学）

人間科学研究科・人間科学専攻・教
授

（プログラムコーディネーター）

プログラム責任者

国際関係論、
国連研究、平
和創造、平和
構築・博士

（国際公共政
策）

理事　・副学長
[H27.8.26 職名変更]

ﾎｼﾉ　ﾄｼﾔ星野　俊也

１５．プログラム担当者
現在の専門

学位所属(研究科・専攻等)・職名年齢フリガナ氏名

１４． 計 62 名

外国人の人数 %] 女性の人数 %]11.3

プログラム実施大学に属する者の割合 [ 88.7 %]

プログラム実施大学に属する者 55 人 プログラム実施大学以外に属する者 7

そのうち、他大学等を経験したことのある者 47 人 そのうち、大学等以外に属する者 6

24.27 15人 人[ [
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中間評価時(H27.4.1現在）からの修正

[公表]

渡邊　あゆみ ﾜﾀﾅﾍﾞ　ｱﾕﾐ ＮＨＫ・アナウンサー
放送職・学士

（教養）
プログラムの開発・改善

岩居　弘樹 ｲﾜｲ　ﾋﾛｷ 全学教育推進機構・教授
ICTを活用した
外国語教育・
修士（文学）

プログラムの企画・開発

大谷　晋也 ｵｵﾀﾆ　ｼﾝﾔ 国際教育交流センター・准教授

日本語教育
学、言語社会
学・修士（言

語文化）

学生の履修支援と点検

西口　光一 ﾆｼｸﾞﾁ　ｺｳｲﾁ 国際教育交流センター・教授

言語心理学、
日本語教育

学・修士（教
育学）

プログラムの企画・開発

本間　直樹 ﾎﾝﾏ　ﾅｵｷ
コミュニケーションデザイン・セン
ター・准教授

臨床哲学・修
士（文学）

プログラムの開発・運営

桃木　至朗 ﾓﾓｷ　ｼﾛｳ 文学研究科・文化形態論専攻・教授
歴史教育・博
士（文学）

プログラムの企画・開発

森栗　茂一 ﾓﾘｸﾘ　ｼｹﾞｶｽﾞ
コミュニケーションデザイン・セン
ター・教授

コミュニ
ティ、コミュ
ニケーショ

ン・博士（文
学）

プログラムの企画・開発

上西　啓介 ｳｴﾆｼ　ｹｲｽｹ
工学研究科・ﾋﾞｼﾞﾈｽｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ専
攻・教授

ﾏｲｸﾛ･ﾅﾉﾃﾞﾊﾞｲ
ｽ、電子ﾃﾞﾊﾞｲ
ｽ・電子機器、
電子・電気材
料工学・博士

（工学）

学生の履修支援と点検

倉敷　哲生 ｸﾗｼｷ　ﾃｯｾｲ
工学研究科・ﾋﾞｼﾞﾈｽｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ専
攻・准教授

信頼性工学、
複合材料工

学・博士（工
学）

学生の履修支援と点検

横田　隆司 ﾖｺﾀ　ﾀｶｼ
工学研究科・地球総合工学専攻・教
授

建築計画、建
築都市人間工
学・博士（工

学）

プログラムの企画・開発

渡邊　浩子 ﾜﾀﾅﾍﾞ　ﾋﾛｺ 医学系研究科・保健学専攻・教授
臨床看護学・
博士（保健

学）
プログラムの企画・開発

磯　　博康 ｲｿ　ﾋﾛﾔｽ 医学系研究科・医学専攻・教授
公衆衛生学・
博士（医学）

プログラムの企画・開発

許　　衛東 ｷｮ　ｴｲﾄｳ
経済学研究科・経営学系専攻・准教
授

経済地理学、
中国経済・修
士（教育学）

学生の履修支援と点検

長田　真里 ﾅｶﾞﾀ　ﾏﾘ
法学研究科・法学・政治学専攻・教
授

国際私法、国
際民事手続

法・博士（法
学）

学生の履修支援と点検

福井　康太 ﾌｸｲ　ｺｳﾀ
法学研究科・法学・政治学専攻・教
授

法社会学、法
政策学・博士

（法学）
プログラムの企画・開発

杉原　　達 ｽｷﾞﾊﾗ　ﾄｵﾙ 文学研究科・文化形態論専攻・教授
日本学、文化
交流史・博士
（経済学）

学生の履修支援と点検

橋爪　節也 ﾊｼﾂﾞﾒ　ｾﾂﾔ 総合学術博物館・館長
日本東洋美術
史・修士（芸

術学）
プログラムの開発・改善

藪中　三十二 ﾔﾌﾞﾅｶ　ﾐﾄｼﾞ
国際公共政策研究科・特任教授
外務省顧問（前外務事務官）

外交政策 プログラムの企画・開発

筒井　佐代 ﾂﾂｲ　ｻﾖ
言語文化研究科・日本語・日本文化
専攻・教授

日本語教育
学、会話分

析・博士（言
語文化）

プログラムの開発・改善

上原　順一 ｳｴﾊﾗ　ｼﾞｭﾝｲﾁ
言語文化研究科・言語文化専攻・教
授

電子教材と外
国語教育、ロ
シア語の語形
成・修士（文

学）

学生の履修支援と点検

鈴木　慎吾 ｽｽﾞｷ　ｼﾝｺﾞ
言語文化研究科・言語社会専攻・講
師

中国語音韻
史・博士（言
語文化学）

学生の履修支援と点検

現在の専門
学位

役割分担
(平成２８年度における役割)

清水　政明 ｼﾐｽﾞ　ﾏｻｱｷ
言語文化研究科・言語社会専攻・准
教授

ベトナム語音
韻史・修士(人
間・環境学)

学生の履修支援と点検

１５．プログラム担当者一覧（続き）

氏名 フリガナ 年齢 所属(研究科・専攻等)・職名

（機関名：大阪大学　　類型：複合領域型（多文化共生社会）　　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：未来共生イノベター博士課程プログラム　　）
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中間評価時(H27.4.1現在）からの修正

[公表]

（機関名：大阪大学　　類型：複合領域型（多文化共生社会）　　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：未来共生イノベター博士課程プログラム　　）

MULLER　Stephen
John（H28年度追加）

ﾐｭﾗｰ　ｽﾃﾌｧﾝ　ｼﾞｮﾝ 未来戦略機構・特任講師

神学。英語、ド
ラマ・修士

（MA)・教育学
大学院証明

（PGCE)

プログラムの開発・運営業務

田川　千尋（H28年度追加） ﾀｶﾞﾜ　ﾁﾋﾛ 未来戦略機構・特任助教
教育学・教育学

DEA
プログラムの開発・運営業務

神田麻衣子（H28年度追加） ｶﾝﾀﾞ　ﾏｲｺ 未来戦略機構・特任助教
アフリカ文学・博

士（言語文化
学）

プログラムの開発・運営業務

今井貴代子（H28年度追加） ｲﾏｲ　ｷﾖｺ 未来戦略機構・特任助教
教育社会学・修
士（人間科学）

プログラムの開発・運営業務

榎井　縁（H28年度追加） ｴﾉｲ　ﾕｶﾘ 未来戦略機構・特任准教授
教育社会学・修
士（人間科学）

プログラムの開発・運営及び企画・実施業
務・評価業務

脇阪　紀行（H28年度追加） ﾜｷｻｶ　ﾉﾘﾕｷ 未来戦略機構・特任教授
欧州、外国人問
題等・学士（法

学）
プログラムの開発・運営業務

吉富志津代（H28.4.1追加） ﾖｼﾄﾐ　ｼﾂﾞﾖ NPO法人多言語センターFACIL・理事長

多文化共生、外
国人自助組織、
青少年育成、市
民メディア、防災

減災博士（人
間・環境学）

プログラムの開発・改善

廣田　　誠（H28.4.1追加） ﾋﾛﾀ　ﾏｺﾄ 経済学研究科経済学専攻・教授
日本経済史・博

士（経済学）
プログラムの企画・開発

向井　正博 ﾑｶｲ　ﾏｻﾋﾛ 大阪府教育委員会・教育長
教育行政・学
士（法学）

プログラムの開発・改善

若月　　誠 ﾜｶﾂｷ　ﾏｺﾄ
アクティブユニット有限会社・代表
取締役、経営コンサルタント

組織人材開
発、キャリア
開発、ベン
チャー起業

論・修士（経
営学）

プログラムの開発・改善

小林　義彦 ｺﾊﾞﾔｼ　ﾖｼﾋｺ
公益社団法人関西経済連合会・国際
部長

修士（国際公
共政策）

プログラムの開発・改善

千　　玄室 ｾﾝ　ｹﾞﾝｼﾂ
日本国際連合協会・会長（兼日本・国連親
善大使、日本国観光親善大使、ユネスコ親
善大使、茶道裏千家第１５代家元）

茶道、日本文
化・博士（哲
学、文学）

プログラムの企画・開発

朴　　　一 ﾊﾟｸ　ｲﾙ 大阪市立大学経済学研究科・教授

エスニック、
マイノリ

ティ、スタ
ディーズ・博
士（商学）

プログラムの企画・開発

１５．プログラム担当者一覧（続き）

氏名 フリガナ 年齢 所属(研究科・専攻等)・職名
現在の専門

学位
役割分担

(平成２８年度における役割)

中内　政貴（H28.4.1追加） ﾅｶｳﾁ　ﾏｻﾀｶ
国際公共政策研究科国際公共政策専
攻・准教授

国際政治学、国
際機構論、平和
構築論、バルカ
ン地域の政治・
博士（国際公共

政策）

プログラムの企画・運営

YOKOTA Gerry（H28.4.1追加） ﾖｺﾀ　ｼﾞｪﾘｰ 言語文化研究科言語文化専攻・教授
国際交流のﾒﾃﾞｨ
ｱとしての能・狂
言・Ph.D（文学）

学生の履修支援と点検

河井　伸子（H28.4.1追加） ｶﾜｲ　ﾉﾌﾞｺ 医学系研究科保健学専攻・講師
成人看護学（慢
性領域）・博士

（看護学）
プログラムの企画・開発

塚本　俊也（H28年度追加） ﾂｶﾓﾄ　ﾄｼﾔ 未来戦略機構・特任教授
社会学・修士
（社会科学）

プログラムの開発・運営及び企画・実施業務

平尾　一朗（H28年度追加） ﾋﾗｵ　ｲﾁﾛｳ 未来戦略機構・特任助教
社会移動論・博
士（人間科学）

プログラムの開発・運営業務

山本　晃輔（H28年度追加） ﾔﾏﾓﾄ　ｺｳｽｹ 未来戦略機構・特任助教
教育社会学・博
士（人間科学）

プログラムの開発・運営業務

石塚　裕子（H28年度追加） ｲｼﾂﾞｶ　ﾕｳｺ 未来戦略機構・特任助教
都市計画・博士

（工学）
プログラムの開発・運営業務

吉田　康寿（H28年度追加） ﾖｼﾀﾞ　ﾔｽﾄｼ 未来戦略機構・特任助教
地域協力・修士
（国際公共政

策）
プログラムの開発・運営業務

MOHACSI GERGELY
（H28年度追加）

ﾓﾊｰﾁ　ｹﾞﾙｹﾞｲ 人間科学研究科人間科学専攻・助教

農業経済学、社
会経済史、文化
人類学・修士
（歴史学）（農
学）（人間学）

プログラムの開発・運営業務
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中間評価時(H27.4.1現在）からの修正 

（機関名：大阪大学 類型：複合領域型（多文化共生社会） ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：未来共生イノベーター博士課程プログラム） 
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【公表】 

リーダーを養成するプログラムの概要、特色、優位性 
（広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダー養成の観点から、本プログラムの概要、特色、優位性を記入して
ください。） 

【概要】 
本プログラムは、総長のリーダーシップのもと、多文化共生に関係する部局を横断した大阪大学の

知的リソースと幅広い産学官との連携とを総合して、次世代をリードする若手研究者・実践家が、各
自のコアとなる高度で先端的な専攻別の博士学位研究を高めると同時に、グローバル化の進む今日の
世界の中で、俯瞰的・独創的な観点と他者に対する深い理解に基づく敬意(respect)に立脚し、多様で
異なる背景や属性を有する人々が互いを高め合い、共通の未来に向けた斬新な共生モデルを具体的に
創案・実施できるダイナミックな知識・技能・態度・行動力を持つ、いわば「未来共生イノベーター」
となるべき人材の養成を目指す。本事業を「RESPECT（Revitalizing and Enriching Society through Pluralism, 
Equity and Cultural Transformation）プロジェクト」と称する所以である。さらに、本プログラムでは、人々が、未
来志向で、互いに幸福を分かち合える共生社会への変革の道筋をダイナミックに研究する新たな学問
体系としての「未来共生学」という学際複合的な学問領域の創成を目指す。 
地球規模での相互結合性の拡大や情報通信技術の発展、国境を越える人口移動は、グローバルなレベル

での異文化間の接触を確実に加速化させ、また、今後のデモグラフィー・バランスの遷移（たとえば、アジアの
少子高齢化やアフリカの若年層人口の膨張など）や民族構成の変化は、国内ないしローカルなコミュニティの
多文化性に大きく影響することになる。多文化共生の推進は、日常の生活（医療現場や都市計画を含む）のな
かはもとより、大規模災害や紛争や差別や人権抑圧といった危機的な事態への取り組みや、危機からの復興・
和解・平和構築の過程では極めて重要な課題といえる。こうした中、専門分野における先端的なクオリティの高
い研究能力に加え、人々が国籍、民族、言語、宗教、性差、世代差、病・障害歴等を含む、人々のアイデンテ
ィティの多元性を互いに認め合い、対等な関係を築きながら、よりよい未来の共生社会の形成への変革をリー
ドする力量（知識・技能・態度・行動力）を備えた人材の育成は急務といえる。 
【特色】 

本プログラムでは、選り抜かれた大学院生が、５年一貫で、本来の専門分野における質の高い博士
の学位研究に並行して「未来共生イノベータープログラム」を学修する、実質的な「ダブル・メジャ
ー」教育を行う。広く定義された「多文化性」の相互尊重の多角的な研究に取り組む修了者は、研ぎ
澄まされた「多文化コンピテンシー」を持つリーダーとして、多文化共生分野の最先端の研究者はも
とより、人文・社会科学・医学・工学等の各分野の研究者や、日本を含む各国の政府・議会、地方自
治体、国際機関、グローバル企業、メディア、学校教育、国際協力機関、NGO 等で、俯瞰的・独創的
立場から「未来共生」をリードする役割が期待される。 
履修学生は、総長直轄の大阪大学未来戦略機構のもとに新設される第五部門に所属し、特別に編成

された「アカデミックワーク」、「プラクティカルワーク」、「リサーチワーク」の３本立てのカリキュ
ラムを通じ、「多文化コンピテンシー」を構成する６つのリテラシー（多言語、フィールド、グローバ
ル、調査、政策、コミュニケーション）を涵養する。各個人に対しては、研究テーマに合わせ、研究
科の枠を超えた論文指導体制を組み、複数言語の運用能力の修得、海外インターンシップや国内フィ
ールドワーク、文理横断のプロジェクト型ラーニングなどが課される。さらに、学生生活面では、留
学生と日本人学生がペアになる「バディ制」や学年を超えて学生同士が相互に学び合う「ハウス制」
を導入する。 
本事業を通じて特に解決すべき課題としては、日本と世界におけるマイノリティ問題への対応、紛

争解決・和解・平和構築の促進、災害などの危機における多文化・多言語対応、グローバルな健康医
療・公衆衛生分野の革新、多文化配慮のウェルネス重視のまちづくりの促進などが含まれる。 
【優位性】 
大阪大学では、人間科学研究科（人類学、教育学、社会学、心理学、地域研究）、国際公共政策研究科
（国際政治・法・経済学を統合した国際公共政策学）、言語文化研究科（言語学、外国文化研究、及び
旧大阪外国語大学のリソースによる 25言語教育）を中心に、各研究科の持ち味を生かした多文化共生
分野の多様な研究実績があり、人材を輩出している。大阪という立地に由来する人権教育や外国人政
策の研究、阪神・淡路大震災や東日本大震災等の大規模災害時の多文化・多言語対応の研究や実践か
ら、世界各地の紛争や和解の分析や復興・平和構築、開発支援の政策研究等まで、現場重視・人間重
視の実績がある。加えて本学には、部局横断の全学教育推進機構による教育サポート体制（体験型学
習、海外留学支援、コミュニケーション・デザイン科目等の提供）があり、さらに、稲盛財団寄附講
座に代表される多くの外部団体からの寄附講座の導入実績がある。これらは「未来共生イノベーショ
ン」事業のスタート時点で基盤的な優位性があることを示しており、今回、総長のリーダーシップの
もと、未来戦略機構の一部門として、医学系・工学の両理系部局や法・文・経の文系部局、附属病院
と総合学術博物館という学内施設からのインプットを統合し、さらに学外からも「未来共生イノベー
ター」育成と「未来共生学」の創設という趣旨に賛同する産官学の有識者・実務者・機関のネットワ
ークを通じた協力体制が可能となった。以上から、本学には本事業の運営・実施と学生のキャリアパ
ス支援及び補助期間終了後の継続体制も含め、明らかな優位性があると確信する。 



中間評価時(H27.4.1現在）からの修正 

（機関名：大阪大学 類型：複合領域型（多文化共生社会） ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：未来共生イノベーター博士課程プログラム） 
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【公表】 

学位プログラムの概念図 
（優秀な学生を俯瞰力と独創力を備え広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダーとして養成する観点から、コ
ースワークや研究室ローテーションなどから研究指導、学位授与に至るプロセスや、産学官等の連携による実践性、
国際性ある研究訓練やキャリアパス支援、国内外の優秀な学生を獲得し切磋琢磨させる仕組み、質保証システムなど
について、学位プログラムの全体像と特徴が分かるようにイメージ図を書いてください。なお、共同実施機関及び連
携先機関があるものについては、それらも含めて記入してください。） 

 
 
 

 

 


